
９．第１９期日本学術会議会員候補者推薦につ

いて

日本学術会議では現在組織改革が議論されて

おり，会員選出方法が大きく変わる可能性があ

るようです．しかし，現時点では詳細は未定で

すので，今回日本数学会では例年通りの手順で

会員の候補者の選定を行います．

日本学術会議会員（以下会員といいます）の

選出方法は，学術研究団体（以下団体といいま

す）から推薦された会員候補者のうちから，同

じく団体から選出された推薦人が選びます．さ

らに詳しく説明致します．

日本学術会議は第１部から第７部までに分か

れ，各部に会員の定員が決まっています．第４

部の定員は３１名です．各部には研究連絡委員

会（以下研連といいます）が置かれ，各研連に

会員の定員が決まり，研連が会員選出の単位と

なります．第４部は数研連（数学研究連絡委員

会の略です），統計研連，科学教育研連，情報

研連など約２０の研連に分かれ，数研連の定員

は２名です（これらの研連は推薦制の単位とし

ての研連で，実際に設置される実動研連の一部

です）．

会員を推薦したい団体は登録をする際関連研

連を決めます．選べる研連の和は３以下です．

登録すると，団体ごとに推薦人の数が決まりま

す．推薦人の数は特別大きい団体を除き，５人

以下です．日本数学会の推薦人は今回は３人と

思われます．この推薦人が，各学会から選ばれ

た学術会議会員候補から各研連の学術会議会員

を選出します．複数の研連を選びますと，割り

当てられた推薦人をそれらの研連に割り振るこ

とになります．日本数学会は数研連だけを関連

研連として登録しました．しかし，数研連を関

連研連とする団体は数学会以外にもありえます．

日本数学会だけが数研連を選んだ場合は補欠

１名を加えて３名の会員候補者を推薦できます

が，それ以外の場合は定員２名まで推薦できま

す．

会員候補者の決定は次の「日本数学会推薦学

術会議会員候補選定要綱」により行われます．

なお，会員候補者および推薦人の届出の期限は

２００３年２月頃と思われます．

「日本数学会推薦学術会議会員候補者選定要

領」の第２項により推薦したい会員があれば，

１１月３０日（土）必着で推薦者（様式自由）

を当会までにご提出下さるようお願い致します．

「日本数学会推薦学術会議会員候補選定要領」

１．学術会議会員推薦における日本数学会推薦

候補者の選定は会員の推薦，予備選挙および本

選挙によって行われる．この選定に関わる選挙

管理は理事会が行う．

２．日本数学会会員（以下会員という）は３０

名以上の連名により会員を推薦候補参考者に推

薦できる．ただし，各会員は２名以上の会員を

推薦することはできない．

３．予備選挙は日本数学会評議員および数学研

究連絡委員を投票権者とし，会員を被選挙者と

する２名連記の無記名投票によって行う．

４．本選挙に際して，次のようにして得られた

者を「会員の推薦および予備選挙による推薦候

補参考者」として会員に通知する．

（イ）第２項による３０名以上の会員に推薦さ

れた会員で本人が了承した者．

（ロ）予備選挙の得票上位より順次に得票を累

計し，初めて得票総数の過半数に達した者と同

一票数の者までの範囲から上記参考者として掲

げられる事を本人が了承した者．ただしこれら

の者が１０名未満のときは得票上位のものから

準じ本人の了承の下で補充し，１０名程度の参

考人を得るように努力する．

５．本選挙は会員を投票者とし，全員を被選挙

者とする２名連記の無記名投票によって行う．

６．日本数学会推薦候補者は次の方法で理事会

が決定する．推薦候補者２名（場合によっては

３名）を，本選挙における上位投票者でほんに

んの了承が得られたものから準じ選定する．

（補足）予備選挙，本選挙の連記投票における

少数記載は有効として数える．


